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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも，３題中２題が記述式の大問，残る１題が短答式の

小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。これが医療系の

学問修得に必須の力となる。 

【１】は短答式小問集。因数分解の計算，平方根（無理数）と有理数の混在する式の係数決定，根源事象の個数

計算をもとに算出する確率の問題の三題。いずれも教科書の例題レベルの問題を集め，基礎基本の定着度を調

べた。 

【２】は，２次関数のグラフと x 軸との共有点の座標の位置に関する条件から係数決定をさせる問題。共有点の個

数，境界値の正負，軸の位置という三つの必要条件を吟味することで，題意を満たす必要十分を導く。ここは思考

力が試される場面。最後の問いでは，求めた値の範囲に整数は１つしか存在しないのに，それを「最大整数のと

き」が条件にされる。しかしこの数は同時に「最小値」でもある。自身の計算に自信が問われる場面である。 

【３】正四面体を適切な平面で切り取った断面図をかき出す思考力が問われる。問(3)は垂線の足が正三角形の

重心に一致することに気づけば早い。最後は，正三角形の面積，錐体の体積公式。こちらは超基本。 


